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　美浦中学校には、「五完」という伝統の合い言葉があ
しょうらい

ります。将来、社会に出たときに、当たり前のことが当
にちじょう い

たり前にできる人になれるように、日常生活で全員が意
しき なら かん

識するべきことをまとめたものです。自転車をきれいに並べる「完
しゃ くつばこ せいとん かんそく ていしゅつ かんしゅつ

車」、靴箱を整頓する「完足」、家庭学習を毎日提出する「完出」、給
し かんじき じゅぎょう かんちゃく

食時にナプキンを敷く「完敷」、授業開始の３分前に着席する「完着」

があります。
ご かん ご かん ひょうぎ

　全学級が五完を達成する「学校五完」を目指して、生徒会本部や評議

委員会（学級委員）、各委員会が、さまざまなプロジェクトを計画し、
じっ し

実施しています。達成するためには、一人一人の努力と、仲間との協
だんけつりょく こ じん

力、そして学校全体の団結力が必要です。個人の成長のためにも学校全
ご かん やまざきだいすけ

体のためにも、「五完」を大切にしていきたいです。（２年　山﨑大輔）

リモートをフル活用し、全校で議論した生徒総会

み ほ

　美浦中学校生徒会は選挙で選出された生徒会長、副

会長、本部役員から成る生徒会本部を中心に活動して
かいかく す

います。本年度は「新時代への改革　一人一人が過ご
み ほ

しやすい美浦中学校への第一歩」をスローガンに活動してきました。
いっかん こうそく じつげん

　その一環として、本年度は「校則の改正」を実現しました。全校生徒
こうもく

からの声を集めて、特に多くの要望が集まった五つの項目について、生
そうかい ぎ ろん きちょう

徒総会で改正の発議をし、議論しました。例えば「白を基調とした運動
ぐつ かぎ くつ き てい よご

靴に限る」とされていた靴の規定については、「白は汚れが目立つし、
さが は で

合うサイズを探すのが大変」「派手なものは中学生らしくない」など、

さまざまな意見が出てきました。それらの意見をまとめ、「色は白以外
うんどうぐつ かぎ

でもよい。ただし体育や通学で使用できるように、運動靴に限る」とい
たけうち な つき

う新たなルールを作り上げることができました。 （３年　竹内那月）

◆校　長　田組　順和

◆生徒数　３２３人

◆創　立　１９６２年

◆住　所　稲敷郡美浦村

　　　　　受領１４３５
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み ほ み ほ そうりつ

　美浦村立美浦中学校は、昨年度創立�
むか れき し み

周年を迎えた、歴史ある中学校です。美
ほ むら ゆいいつ

浦村で唯一の中学校で、校長先生はよく
み ほ むら

「美浦村の最高学府」とおっしゃってい
ゆた

ます。学校の周りは、緑が多く自然豊か
す ば かんきょう

で、学習に集中できる素晴らしい環境だ

と思います。
み ほ こうしゃ

　美浦中学校の特長の一つは、校舎がとてもきれいなこ
げんざい こうしゃ た げんざい

とです。２００８年にできた現在の校舎は、�年経った現在

こうしゃ

でも美しく、生徒が明るい気持ちで生活できます。校舎
たも ひ けつ もくどうせいそう せいそう

の美しさを保ってきた秘訣は「黙動清掃」です。清掃
ちゅう み ほ せいそう

中、美浦中生は全くしゃべりません。清掃に集中できる
こうしゃ

のはもちろんですが、「どうすれば校舎をよりきれいに
そう じ

することができるか」を一人一人が考えながら掃除する
こうしゃ たも

ことで、校舎を美しく保てているのだと思います。「自
しゅうかん

分の課題と正面から向き合う」習慣は、社会に出てから
もくどうせいそう こうしゃ わたし

も役立つものなので、黙動清掃を通して、校舎も、私た
みが ね もとだい ち

ちの心も、磨き続けていきたいです。（３年　根本大地）

「自治」「友愛」「勤労」の３団

それぞれの個性が光る応援合戦

み ほ じ まん

　美浦中学校自慢の行事の一つは、体育祭です。校訓
きんろう だん

に合わせて「自治」「友愛」「勤労」の３団に分か
そうごうゆうしょう いっ ち だんけつ

れ、総合優勝を目指して一致団結して戦います。学年
こ きずな こ

を超えて共に活動することで仲間との絆が深まり、個
じん おうえん

人としても大きく成長できると思います。特に「応援
じゅんび

合戦」が見どころです。夏休みから準備し、本番では
かくだん こ せい ひ ろう

各団の個性が光る熱いパフォーマンスを披露します。
おうなんさい はくりょく

　二つ目は、文化祭・合唱コンクール「桜杏祭」です。各学級が、迫力
ひ ろう みな

ある合唱を披露します。何カ月もかけて皆で協力して歌声をつくるの
みりょく こ せい

で、クラスの魅力や個性が発揮されます。また、文化部の発表もあり、
げいじゅつ ないよう しょうかい

科学部が研究の成果をプレゼンしたり、芸術部が作品や活動内容を紹介
すいそうがく えんそう

したり、吹奏楽部がパフォーマンスを交えた演奏をしたりと、毎年大い
も はら ち さ き

に盛り上がります。 （３年　原千紗姫）
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